
令和元年度 地域力強化推進事業の取組状況 

 地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築事業の一つで、住民に身近な地域において、

地域住民等が主体的に地域生活課題を把握し試みることができる環境の整備と住民に身近な地

域において、地域生活課題に関する相談を包括的に受け止める場の整備を図っていく。 

１ サポート委託による事業内容 

 対象地区 委託先 委託期間 

多世代交流

拠点設置に

よる地域力

強化推進 

 

山下地区 
一般社団法人 SHINOMAKI2.0 

代表理事松村豪太 
R1.7.1～R2.3.31 

蛇田地区 
社会福祉法人こーぷ福祉会 

理事長 吉島孝 
R1.7.1～R2.3.31 

湊地区 
特定非営利活動法人 ぱんぷきんふ 

れあい会 理事長 渡邊智仁 
R1.7.1～R2.3.31 

牡鹿地区 
社会福祉法人旭壽会 

理事長 菅野隆 
R1.8.1～R2.3.31 

地域課題へ

のサポート 
全  域 

一般社団法人日本カーシェアリング

協会 代表理事 吉澤武彦 
H31.4.17～R2.3.31 

 

(1)  多世代交流拠点設置による地域力強化推進業務における主な実施状況 

① 山下地区 

  ・地域生活課題解決に向けた話し合い 

   地区内のサロン活動団体の情報交換会において、課題を話し合い、振り込め詐欺や移動支

援について研修会を開催している。 

  ・多世代交流 

 地区内の会館を会場とする「出張高校生カフェ」を実施した。 

     

報告１-２ 



② 蛇田地区 

  ・地域生活課題に向けた話し合い 

   委託先の施設を利用し、毎月２回交流会を開催している。 

  ・多世代交流 

   地区の大人が講師となって、地域の小学生の習字教室・宿題教室を開催した。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 湊地区 

・相互交流 

鹿妻地区の県営、市営住宅を拠点として、誰でも気軽に集まれる場所をつくり、毎月第２、

４火曜日で地域交流を図っている。 

・多世代交流 

鹿妻地区の住民を対象開催、子どもからお年寄りまで楽しめるパフォーマンスで、多世代

の交流のきっかけの場として「顔の見える関係づくり」を行っている。 

    

  



④ 牡鹿地区 

・相互交流 

牡鹿地区の清優館を拠点として、趣味や健康づくりを通じて「顔の見える関係づくり」を

形成し、お互いに支えあえる地域づくりを行っている。 

    

 

(2) 地域課題へのサポート（コミュニティ・カーシェアリング） 

  ① 目 的 高齢者等の移動手段の確保等に関する課題解決の試みとなる地域におけ 

るコミュニティ・カーシェアリング活動への支援 

 ②  実 績 山下地区（山下南カーシェア会） 

ア 設立日 令和元年７月１６日 

イ 設立時会員数 ２４名 

ウ 稼動総数 １２５回 

エ 現在会員数  ７０名 

              

 

 



２ 地域互助活動促進事業助成金 

 高齢者、障害者、子ども、生活困窮者等を対象として、市民主体の団体が身近な地域において

行う日像生活上の助け合いの活動に対し助成金を交付する。 

 申請状況（令和元年１２月末日現在） 

 交付決定 １０団体  交付決定額 １，５００，０００円 

 

３ 地域の支え合いを考える大会 

(1) 日  時：令和元年１１月１７日（日）午後１時３０分～午後４時 

(2) 会  場：石巻専修大学 ５号館 ５３０１教室 

(3) 主  催：石巻市地域包括ケア推進協議会、石巻市 

(4) 参 加 者：１８４名 （募集定員：３００名） 

 (5) 内  容 

① 基調講演：「ごちゃまぜ共生社会への処方箋」                      

講師：東北大学大学院歯学研究科 教授 小坂 健 氏 

    要旨：医学的、学術的視点から、介護予防、身体機能の維持及び社会的健康について説

明をいただいた。地域、社会との結びつきによって健康の増進が図られ、死亡率が下

がり、要介護状態の発生リスクが下がること等から、老いも若きも障害や疾病を抱え

ても、お互い様で支える、地域住民のつながりの大切さをお話しいただいた。 

  

 

 

② パネルディスカッション：「地域の交流活動と支え合い」                  

コーディネーター：小坂 健  氏 

パネリスト：日和会 会   長 櫻田 誠子 氏 

日和会 福祉協力員 久野 道子 氏 

谷地中地区会 会長 佐藤 八郎 氏 

発表補助：石巻市社会福祉協議会地域福祉コーディネーター 

兼生活支援コーディネーター 

                  谷  祐輔 氏 

                  及川 里美 氏 

 

（講師の小坂氏） （会場内の様子） 



要旨：平成２９年度第１回「地域の支え合いを考える大会」で、各地域の現状から地域課

題を出し合い、解決に向けた取組についてグループワークをした中で、その後の検討

内容や実際の活動状況、実践してみての感想及び今後の取組予定等について発表して

いただいた。 

    どちらの地域からも、声がけ等による日常的な近所付き合い、顔の見える関係づく

りが、地域の課題解決や活動の継続には大切であるというお話があった。 

   

 

 

③ まとめ                                         

要旨：参加者から、活動を継続するための取組について質問があり、日和会では訪問活動

の際、不在住宅には手紙を入れるなどの足跡を残すことで、次につながる要因を作っ

ているという説明があったほか、会場から、楽しんで活動することや無理をしないこ

とが継続の秘訣ではないかという意見があった。 

    また、小坂氏から、地域活動に男性の参加を促す工夫について質問があり、パネリ

ストからは、行事を実施する際には趣旨を徹底する、参加者が主役になる、有意義だ

と感じる内容にする、そこに行く目的、役割がしっかりしていること等が男性の積極

的な参加につながるのではないかという意見があった。 

   

  

 （会場からの質問、意見） 

（日和会櫻田氏、久野氏、社協谷氏） （谷地中地区会佐藤氏、社協及川氏） 


